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４  所 感 等  

  1 0／ 2 5各 務 原 市  コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業 に つ い て  

・各 務 原 市 は 、岐 阜 県 南 部 の 愛 知 県 と の 県 境 に 位 置 し 面 積 は 、

流 山 市 の ほ ぼ 2 . 5倍 の 8 7 . 8 1㎢ で 人 口 は 、 平 成 5年 1 0月 1日 現 在

で 1 4 5 . 0 5 9人 で あ り ま す 。今 回 、コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業

に つ い て 視 察 い た し ま し た 。  

当 市 に は 、平 成 1 2年 か ら の ふ れ あ い バ ス 、平 成 2 7年 か ら 令 和 4

年 に ふ れ あ い タ ク シ ー 、令 和 2年 か ら チ ョ イ ソ コ か か み が は ら  

が あ り 、 暮 ら し の 足 に つ い て 力 を 入 れ て い る と 思 い ま し た 。  

 ふ れ あ い バ ス に つ い て は 、 市 内 7路 線 が あ り 、 1回 の 乗 車 に

つ き 、乗 車 1 0 0円 と 距 離 と 関 係 な く ワ ン コ イ ン で 乗 る こ と が で

き ま す 。始 点 か ら 終 点 ま で 2時 間 か か る な ど 課 題 が あ り 、コ ン



パ ク ト な 路 線 5地 区 に 分 け る な ど ト ラ ブ ル 発 生 を 最 小 限 に し

ま し た 。 市 立 地 適 正 化 計 画 と 連 動 し 、 「 移 住 を 誘 導 す べ き 区

域 」 へ 車 両 を 追 加 し 、 一 部 を 1時 間 に 1本 と し 路 線 の パ タ ー ン

ダ イ ヤ 化 を 実 施 し ま し た 。  

 ふ れ あ い タ ク シ ー は 、 運 行 エ リ ア 「 須 衞 ・ 各 務 」「 鵜 沼 南 」

で 行 い ま し た 。 1時 間 1便 程 度 、 1乗 車 3 0 0円 （ 高 齢 者 6 5歳 以 上

は 半 額 ）で 3 0分 前 ま で に 電 話 ま た は w e bで 予 約 と し ま し た 。し

か し 、 ダ イ ヤ が 分 か り づ ら い 、 固 定 客 が 多 く 新 規 利 用 者 が 定

着 し づ ら い 等 課 題 が 出 て 無 料 キ ャ ン ペ ー ン な ど し た が 、 乗 客

が 増 え ま せ ん で し た 。  

 「 チ ョ イ ソ コ か か み が は ら 」 は 、 ふ れ あ い タ ク シ ー の 課 題

解 決 の た め に 実 施 。 事 前 に 会 員 登 録 （ 市 外 市 民 も 可 ） を し て

2 0分 前 ま で に 電 話 ま た は w e bで 予 約 を し ま す 。 運 行 エ リ ア は 、

「 鵜 沼 南 ① 」 「 鵜 沼 南 ② 」 「 須 衞 ・ 各 務 ・ 八 木 山 」 の 3地 区 1

乗 車 4 0 0円 か ら 6 0 0円 （ 高 齢 者 6 5歳 以 上 半 額 ） 。 １ 自 治 会 に １

か 所 、 公 共 施 設 に 停 留 所 の 設 置 、 公 共 交 通 機 関 と 連 結 し て い

ま す 。 そ し て 、 ス ポ ン サ ー 制 度 の 導 入 で 月 5 0 0 0円 コ ー ス や 月

1 0 0 0 0円 コ ー ス 、 1 0万 円 コ ー ス も あ り 、病 院 や 喫 茶 店 、銀 行 や

コ ン ビ ニ な ど 2 3事 業 所 が 手 を 挙 げ て く れ て 年 間 約 2 7 0万 円 の

歳 入 が あ り ま す 。  

 市 か ら の 支 出 と し て は 、ふ れ あ い バ ス は 1億 4 6 0 0万 円 で 全 体

の 8 7 . 6 %。 チ ョ イ ソ コ は 、 2 2 0 0万 円 で 全 体 の 9 2 . 2 %で あ り 、 流

山 市 の グ リ ー ン バ ス は 、5 0 %の 支 出 と し て い る の で 違 い を 感 じ

ま し た 。  

 不 定 期 だ が 、チ ョ イ ソ コ 研 究 会 会 議 を 行 政 と タ ク シ ー 会 社 、

取 り ま と め を し て い る 株 式 会 社 ア イ シ ン が 集 ま り 、 新 し い 停

留 所 の 設 置 に つ い て な ど を 話 し 合 い ま す 。 元 凶 に つ い て も

様 々 な こ と を 話 し 合 え る こ と は と て も い い と 思 い ま し た 。  

 流 山 市 も 大 変 難 し い の で す が 、 デ マ ン ド バ ス な ど も 検 討 し

て い ま す の で 参 考 に し て い き た い と 思 い ま す 。  

 

 

 



1 0／ 2 6豊 田 市  公 共 空 間 暫 定 活 用 と よ し ば に つ い て  

豊 田 市 は 、 9 1 8 . 3 2㎢ で 令 和 4年 4月 1日 現 在 人 口 4 1 8 , 2 8 4人 の

自 治 体 で あ り 、 平 成 1 7年 に 6町 村 が 合 併 し ま し た 。  

 今 回 の 視 察 は 、 豊 田 市 駅 東 口 ま ち な か 広 場 拠 点 施 設 運 営 ・

管 理 事 業 に つ い て 勉 強 い た し ま し た 。  

 3年 7ヶ 月 の 実 証 実 験 を 令 和 5年 3月 ま で 行 い ま し た 。 「 と よ

し ば 」と よ た ま ち な か ラ ボ は 、年 1回 評 価 会 議 を 行 い 、商 工 会

議 所 、 行 政 等 で 構 成 さ れ て い ま す 。 実 証 実 験 で は 人 材 育 成 も

テ ー マ と し て お り ま し た 。 イ ベ ン ト の ス キ ル を ト ヨ シ バ ス ク

ー ル で 人 材 を 育 成 し て 実 際 に イ ベ ン ト を し て い ま す 。 1 7人 の

生 徒 が 1 1回 の イ ベ ン ト を 実 現 さ せ 、 プ レ ー ヤ ー を 育 成 し ま し

た 。 令 和 5年 度 4月 か ら は 、 コ ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 、 大 学 生 が

窓 口 と な り 駄 菓 子 屋 、 街 の 模 型 づ く り を し ま し た 。 T C C M（ 都

市 再 生 推 進 法 人 ） と 協 議 を し て 治 安 の 改 善 を 目 的 と し た 飲 食

事 業 を 行 い 課 題 解 決 し ま し た 。 サ ッ カ ー 教 室 、 グ ラ ン パ ス カ

ラ ー を 行 い 、 パ ブ リ ッ ク ビ ュ ー イ ン グ の 活 用 や お 祭 り な ど 集

客 や 人 流 を 作 り 出 し ま し た 。  

都 市 環 境 計 画 は 平 成 2 8年 3月 の 計 画 で 令 和 2年 度 に 見 直 し を

行 い 、 ウ ォ ー カ ブ ル 推 進 都 市 と し て 居 心 地 の 良 い ま ち づ く り

を 目 指 す も の で す 。  

 ア ジ ア 競 技 大 会 を 目 途 に 一 旦 の 再 開 発 を 間 に 合 わ せ 、 大 会

後 に 最 終 的 な 完 成 を 目 指 し ま す 。  

 ウ ォ ー カ ブ ル 推 進 都 市 と し て 国 に 認 定 さ れ 、 さ ら に 推 進 し

ま す 。 愛 知 工 業 大 学 と の 連 携 で 建 築 学 科 の 学 生 が 参 加 し 、 目

的 、 世 代 を 担 う 学 生 に 対 し て 自 ら 発 言 で き る プ レ ー ヤ ー を 育

成 し ま す 。 コ ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 、 自 分 で 机 や 椅 子 を 作 っ て

使 っ て も ら い 、 駄 菓 子 屋 で 子 供 や 親 を 対 象 と し 、 集 客 し ま し

た 。 し か し 、 収 益 は 伸 び に く い よ う で す 。  

 公 民 連 携 と し て 最 初 は 、 イ ベ ン タ ー に ３ 年 半 、 導 入 部 分 を

任 せ ま し た 。 人 材 育 成 事 業 と し て 、 市 は 場 所 貸 し だ け 行 い 、

そ の 後 は T C C Mが 事 業 を 行 い ま す 。 管 理 も 将 来 的 に は T C C Mが 担

い ま す 。 導 入 部 で の イ ベ ン タ ー と T C C Mと の 連 携 が 理 想 で す 。

行 政 が イ ベ ン ト を す る の で は な く 民 間 の 方 が 集 客 で き る 賑 わ



い の 創 出 が で き 、 魅 力 が 生 ま れ ま す 。 集 客 人 数 と し て は 、 令

和 4年 度 は う ど ん 屋 だ け で 2万 人 、ア ト リ エ 、施 設 で 年 間 5千 人 、

広 場 で 2万 人 集 客 が で き ま し た 。  

 そ の 中 で 課 題 は 、 市 外 の イ ケ ア や ら ら ぽ ー と と い っ た 大 型

店 舗 に 集 客 が 流 れ て い る こ と で す 。  

ウ ォ ー カ ブ ル な ま ち づ く り に つ い て 市 民 の 声 を 集 約 し た 中 の

１ つ の 声 と し て 、 東 西 の 軸 を ま ず は 歩 き や す く す る こ と が 挙

げ ら れ ま す 。  

S O G Oか ら 松 坂 屋 が 入 り 、 そ こ も 閉 め て し ま っ て 今 回 の 再 開 発

と な り ま し た 。  

 流 山 市 と し て も 南 流 山 や 江 戸 川 台 駅 前 な ど 再 開 発 の 必 要 性

の 声 に よ り 動 い て い ま す が 、 様 々 な 進 め 方 が あ る こ と を 今 回

の 豊 田 市 の 「 公 共 空 間 暫 定 活 用 と よ し ば 」 で 学 ば せ て い た だ

き ま し た 。  

 

交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」  

豊 田 市 は 、 高 齢 ド ラ イ バ ー 問 題 で ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー か ら

運 転 者 の 癖 を 自 分 で 把 握 し て も ら う 事 業 に 携 わ っ て い ま す 。

高 齢 者 安 全 運 転 サ ポ ー ト プ ロ グ ラ ム 「 ド ラ み る 」 ア プ リ で 自

身 の 運 転 を A Iで 判 断 す る の だ が 専 用 の ド ラ レ コ を つ け な く て

は な ら な い 。  

そ の ほ か 、止 ま っ て く れ て あ り が と う 運 動 を 推 進 し て い る 。 

ス マ ー ト ポ ー ル「 ピ カ っ と わ た る く ん 」 1セ ッ ト 2本 で 5 0 0万 円

（ 周 辺 整 備 も 含 む ）か か り 、通 学 路 の 横 断 歩 道 に L E Dの 点 滅 と

横 断 歩 道 な ど の 電 光 掲 示 板 で 運 転 手 に 知 ら せ ま す 。そ の ほ か 、

5差 路 に 車 や 自 転 車 等 、何 が ど こ か ら 来 る の か を 知 ら せ る 表 示

機 器 を 設 置 し 、 キ ッ ク オ フ イ ベ ン ト で ス タ ー ト し ま し た 。  

ヒ ヤ リ ハ ッ ト デ ー タ ベ ー ス を 設 置 す る こ と で 、1 . 5秒 以 内 を ヒ

ヤ リ ハ ッ ト と し 、設 置 後 に は 事 故 が 1 8 . 9％ 減 少 し た よ う で す 。

I T S自 転 車 の 協 力 企 業 が 蓄 積 し て い る プ ロ ー ブ デ ー タ を 活 用

し 、 企 業 が 持 っ て い る 車 の レ コ ー ダ ー の デ ー タ を 集 約 し ま し

た 。自 転 車 で 行 動 範 囲 も 広 が る こ と か ら 、小 学 校 4年 生 を 調 査

の 対 象 と し ま し た 。 プ ロ ー ブ デ ー タ の 活 用 に お い て は 未 公 表



で 、 ト ヨ タ 車 か ら の デ ー タ で は 、 急 ブ レ ー キ ほ ど 赤 い 矢 印 と

な る な ど 道 路 表 示 以 外 の 注 意 喚 起 の 研 究 で ナ ビ の 中 で の 注 意

喚 起 な ど が 考 え ら れ ま す 。  

 千 葉 県 も 交 通 事 故 の 多 い 県 で あ り 、 「 止 ま っ て く れ て あ り

が と う 運 動 」 な ど 、 す ぐ に で き る 活 動 を 流 山 市 で も 推 進 し て

い き た い と 思 い ま し た 。  

 

1 0／ 2 7岐 阜 市  

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り  

・ 岐 阜 の 風 物 詩 が 川 幅 い っ ぱ い に 鮎 を 浅 瀬 に 追 い 込 む 鵜 飼 の

世 界 で 、 岐 阜 市 人 口 約 4 0万 人 名 古 屋 の ベ ッ ド タ ウ ン で す 。 住

み た い 街 ラ ン キ ン グ 1位 で 、自 然 や 清 流 長 良 川 、岐 阜 城 が あ り 、

岐 阜 信 長 祭 で は 、 伊 藤 英 明 、 木 村 拓 哉 が 出 演 し 、 大 盛 況 で し

た 。 6 2万 人 都 市 、 戦 国 時 代 城 下 町 、 昭 和 繁 華 街 の 街 で す 。 駅

周 辺 開 発 岐 阜 駅 周 辺 か ら つ か さ の ま ち エ リ ア 民 間 活 力 、 1 0年

先 の 緩 や か な 柳 ヶ 瀬 エ リ ア 商 店 の 場 岐 阜 公 園 エ リ ア 、 歴 史 を

感 じ る エ リ ア 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り を 民 間 が 主 体 と な

っ て プ ロ ジ ェ ク ト を 興 し 、 行 政 が 支 援 し ま す 。 大 規 模 小 売 り

店 舗 の 立 地 が 多 い こ と も 特 徴 で す 。  

昭 和 5 0年 は 通 る の が 大 変 な く ら い の 人 手 で し た が 、 平 成 1 0年

は 、 シ ャ ッ タ ー 街 と な り ま し た 。 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画  

は 4期 目 で あ り 、 令 和 5年 4月 か ら 令 和 1 0年 3月 ま で の 期 間 と な

り ま す 。  

 き っ か け と し て 、岐 阜 市 が 家 賃 の 一 部 を 補 助 し 、空 き 店 舗 、

商 店 街 活 性 化 プ ロ デ ュ ー サ ー 、 ク リ エ イ タ ー に よ る 出 店 な ど

若 手 役 員 、 柳 ヶ 瀬 再 生 の た め の 商 業 活 性 化 ア ド バ イ ザ ー 等 、

新 規 店 舗 が 稼 げ る 提 案 し て お り ま す 。 2 0代 か ら 4 0代 の 女 性 が

好 む 出 店 5 0店 舗 、毎 月 3日 間 開 催 し て お り ま す 。平 成 2 6年 度 か

ら ま ち づ く り 会 社 エ リ ア マ ネ ー ジ メ ン ト 柳 ヶ 瀬 の 地 域 商 店 主

が 株 式 会 社 を 設 立 し 、 都 市 再 生 推 進 法 人 と し て 市 が 認 定 し ま

し た 。  

 ロ イ ヤ ル 4 0（ よ ん ま る ） は 平 成 2 9年 か ら 、 創 業 希 望 者 を 創

出 し て お り 、 ま ち づ く り に お け る 点 で 国 土 交 通 省 に お い て 表



彰 さ れ ま し た 。 マ ル イ チ ビ ル を 令 和 元 年 か ら 柳 ヶ 瀬 を 楽 し い

ま ち に す る 株 式 会 社 で す 。  

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 推 進 拠 点（ や な が せ Rテ ラ ス ）管 理

運 営 は 、 （ 一 財 ） 岐 阜 市 に ぎ わ い ま ち で す 。  

 ま ち づ く り の 担 い 手 育 成 （ 行 政 の 取 り 組 み ） リ ノ ベ ー シ ョ

ン ス ク ー ル は 、 令 和 元 年 か ら 令 和 ３ 年 間 行 い ま し た 。 修 了 生

は 7 6名 で す 。ま ち に 興 味 を 持 っ て も ら う た め に 3日 間 集 中 講 座

を 行 い 、現 地 視 察 や 商 店 街 の 方 と の 意 見 交 換 な ど を 行 い 、 3日

目 に 公 開 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を し ま す 。 シ ン ポ ジ ウ ム 担 い 手

育 成 （ 民 間 の 取 り 組 み ） を 行 い ま し た 。  

 柳 ヶ 瀬 日 常 ニ ナ ー レ 令 和 4年 度 か ら 第 2回 開 催 期 間 1 1月 1 9日

か ら 1 2月 3 1日 3 7 0名 の 参 加 者 の う ち 3 4 0名 か ら の ア ン ケ ー ト 回

答 で は 、 3割 が こ れ か ら も 参 加 し た い と の 回 答 で し た 。オ ー プ

ン ス ペ ー ス ラ ボ の 活 用 で は 、 金 公 園 に 岐 阜 市 主 催 子 育 て 支 援

施 設 が 隣 接 さ れ ま し た 。 1 5 0店 舗 の 新 規 出 店 が あ り 、 8割 が ま

ち づ く り に 関 わ り を 持 っ て い る よ う で す 。 柳 ヶ 瀬 エ リ ア へ の

期 待 感 を 持 っ て 出 店 し て い ま す 。  

 今 回 の ま ち づ く り 推 進 課 の 模 範 と し て い る の は 東 京 都 豊 島

区 の リ ノ ベ リ ン グ の ア ド バ イ ザ ー で 青 木 純 さ ん だ そ う で す 。

流 山 市 も 再 開 発 で の 参 考 に し た い と 思 い ま す 。  

 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   野 村  誠        

 

１  委 員 会 名  

  都 市 建 設 委 員 会  

 

２  期   日  

令和５年１０月２５日（水）～１０月２７日（金）２泊３日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 岐 阜 県 各 務 原 市 （ １ 日 目 ）  

   コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業 （ チ ョ イ ソ コ か か み が は ら ）  

 （ ２ ） 愛 知 県 豊 田 市 （ ２ 日 目 ）  

   公 共 空 間 の 暫 定 活 用 「 と よ し ば 」  

   交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」  

 （ ３ ） 岐 阜 県 岐 阜 市 （ ３ 日 目 ）  

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 事 業  

 

４  所 感 等  

  （ １ ） 初 日 は 岐 阜 県 各 務 原 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業

（ チ ョ イ ソ コ か か み が は ら ） に つ い て 視 察 を 行 っ た 。 市 の 特 徴 と

し て 、 市 域 中 央 に 立 地 す る 航 空 自 衛 隊 岐 阜 基 地 を 中 心 に 航 空 機 産

業 等 の 製 造 業 が 盛 ん で 、 製 造 品 出 荷 額 等 が 岐 阜 県 下 で ナ ン バ ー ワ

ン の も の づ く り の ま ち で あ り 、 航 空 宇 宙 博 物 館 、 河 川 環 境 楽 園 な

ど 観 光 施 設 、 緑 豊 か な 二 つ の 都 市 公 園 を 有 す る 。 新 庁 舎 は 、 飛 行

機 を モ チ ー フ に と て も 美 し い デ ザ イ ン で 地 元 の 杉 が 大 量 に 使 用 さ

れ て お り 、 ま た 訪 れ て み た く な る 素 晴 ら し い 庁 舎 で あ っ た 。  人

口 約 １ ４ 万 ５ 千 人 、面 積 ８ ７ ．８ １ ㎞ ²の な か に 東 西 に 鉄 道 が 走 り 、

１ ６ の 鉄 道 駅 が あ る の が 特 徴 で 、 そ の 他 、 民 間 バ ス １ １ 路 線 、 乗

用 タ ク シ ー ５ 社 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ７ 路 線 、 チ ョ イ ソ コ ３ エ リ ア

の 公 共 交 通 網 を 形 成 し て い る 。                          



  交 通 不 便 地 域 を カ バ ー し 高 齢 者 の 足 と し て 、 デ マ ン ド タ ク シ

ー チ ョ イ ソ コ か か み が は ら 導 入 の 経 緯 に つ い て は 、 元 々 は 「 ふ れ

あ い タ ク シ ー 」 事 業 と し て 平 成 ２ ７ 年 ～ 令 和 ４ 年 １ ０ 月 ま で 、 停

留 所 は 各 エ リ ア で 計 ４ ４ カ 所 設 置 、 乗 り 方 教 室 や 実 際 に 運 行 し た

と こ ろ 、 ダ イ ヤ が 分 か り づ ら い と の 指 摘 が 多 く 挙 が り 、 固 定 客 が

多 く 、 新 規 利 用 者 が 定 着 し に く い こ と か ら 、 課 題 解 決 の た め 新 た

に 、 「 チ ョ イ ソ コ か か み が は ら 」 と 言 う 名 称 で 単 な る 交 通 手 段 だ

け で は な く 、 お 出 か け 促 進 に も 取 り 組 む 、 ２ 年 間 の 実 証 運 行 を 令

和 ２ 年 １ ０ 月 よ り 開 始 し た 。 サ ー ビ ス 内 容 は 基 本 一 乗 車 ４ ０ ０ 円

（ 高 齢 者 半 額 ） 事 前 会 員 登 録 制 （ 市 民 以 外 も 可 ） で 電 話 ま た は ウ

ェ ブ 発 車 ２ ０ 分 前 ま で に 予 約 す る も の で ３ エ リ ア １ ５ ７ の 停 留 所

が 設 け ら れ て い る 。 市 と 民 間 の 「 ア イ シ ン 」 が 二 分 の 一 ず つ 運 行

負 担 金 を 支 出 し 、 そ こ に ２ ３ の 各 ス ポ ン サ ー が 協 賛 金 を 寄 付 す る

仕 組 み で 運 行 し て い る の が 特 徴 で あ る 。 収 支 率 が 約 ８ ％ と 低 い の

が 課 題 。  

「 ふ れ あ い バ ス 等 懇 談 会 」 を 定 期 的 に 開 催 し 、 免 許 証 返 納 の 不 安

等 を 直 接 聞 い た り し て 、そ れ を 次 の ダ イ ヤ 改 正 に 反 映 さ せ て い る 。

ま た 周 知 活 動 と し て フ レ イ ル 予 防 や 公 共 交 通 に つ い て の 社 内 ポ ス

タ ー 掲 示 、 チ ョ イ ソ コ 通 信 の 発 行 、 お 出 か け 促 進 の た め の 交 通 安

全 セ ミ ナ ー や 停 留 所 近 く で イ ベ ン ト 等 を 開 催 し 、 お 出 か け 促 進 を

促 す 取 り 組 は と て も 参 考 に な っ た 。                           

                              

 （ ２ ） 視 察 ２ 日 目 、 愛 知 県 豊 田 市 の 公 共 空 間 暫 定 活 用 「 と よ し

ば 」 と 交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」 の ２

項 目 を 視 察 し た 。                             

〇 豊 田 市 の 概 要 ― 豊 田 市 は 人 口 約 ４ １ 万 ７ 千 人 、 愛 知 県 の ほ ぼ 中

央 に 位 置 し 、 愛 知 県 全 体 の １ ７ ． ８ ％ を 占 め る 広 大 な 面 積 を 有 す

る 市 で あ る 。 全 国 有 数 の 製 造 品 出 荷 額 を 誇 る 「 ク ル マ の ま ち 」 と

し て 知 ら れ 世 界 を リ ー ド す る も の づ く り の 中 枢 都 市 と し て の 顔 を

持 つ 一 方 で ７ 割 を 占 め る 広 大 な 森 林 を 有 す る 都 市 で も あ る 。  

〇 環 境 都 市 計 画 を 立 案 し 、 将 来 イ メ ー ジ の デ ザ イ ン ブ ッ ク を 作 成

し 計 画 を 進 め る た め の 「 カ ス タ マ イ ズ と よ た 」 の ８ つ の ポ イ ン ト

示 し い て い る 。 ① 未 来 へ 繋 ぐ と よ た ら し さ ー 歩 行 者 優 先 、 次 世 代



交 通 、 既 存 駐 車 場 と の 連 携 し た 空 間 デ ザ イ ン に 取 り 組 む  

② 市 民 が つ く る 「 カ ス タ マ イ ズ と よ た 」 ― 市 民 が 考 え る 都 市 空 間  

③ 分 断 さ れ た 東 と 西 を 「 自 然 」 で つ な ぐ 。 ④ 建 物 を 開 い て 広 場 と

一 体 的 に 利 用 す る 。 広 場 に 面 し た 建 物 に 立 体 的 に 利 用 で き る 仕 掛

け を 設 け る こ と で 双 方 の 居 心 地 を 向 上 さ せ る 。 ⑤ 豊 田 ら し い 新 し

い 次 世 代 交 通 を と 取 り 入 れ る 。 ⑥ 日 常 と 非 日 常 両 立 さ せ る デ ザ イ

ン づ く り 。 ⑦ 産 業 ・ 精 神 ・ 歴 史 を 象 徴 す る 素 材 の 活 用 。 ⑧ つ か う

と つ く る の サ イ ク ル に よ る 段 階 整 備  

都 心 地 区 で 育 ち つ つ あ る 公 民 連 携 の 取 り 組 の 連 携 を 一 層 強 化 す る

こ と を 目 的 と し て 豊 田 市 駅 東 口 ま ち な か 広 場 「 と よ し ば 」 事 業 を

暫 定 的 に 実 施 ― 天 然 芝 ・ 人 口 芝 併 設 の 芝 生 広 場 を 設 置 し 市 民 の 憩

い の 場 と し た こ と や 、 様 々 な イ ベ ン ト 、 ま ち な か ラ ボ を 設 け 、 賑

わ い 創 出 、 ま ち な か で 育 て た プ レ イ ヤ ー に よ っ て 多 様 な 活 躍 の 場

を 提 供 で き る 環 境 づ く り を 実 施 し た 。 令 和 ５ 年 １ １ 月 末 ま で に 運

営 管 理 し た 後 、 １ ２ 月 か ら は 、 東 口 ロ ー タ リ ー の 整 備 に 向 け た 工

事 に 着 手 す る た め 、 当 該 施 設 を 閉 鎖 し 撤 去 す る た め 期 限 付 き の 暫

定 運 用 と な っ た 。 し か し な が ら 運 用 実 験 で 得 た 様 々 な 知 見 は 、 将

来 の 駅 前 広 場 の 機 能 や 仕 組 み づ く り に 活 か さ れ て い く と の こ と 。

こ こ で 得 た 知 見 に つ い て は 、 本 市 の 南 流 山 駅 前 の 再 整 備 計 画 に 活

用 し て い き た い 。                            

 〇 豊 田 市 の ２ つ 目 の 調 査 事 項 、 交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け

た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」 に つ い て 、 背 景 と し て 、 交 通 事 故 死 傷 者 数

は 平 成 ２ ０ 年 ３ ０ ９ １ 人 を ピ ー ク に 大 局 的 に は 減 少 （ 令 和 ４ 年 度

１ １ ５ ９ 人 ） 傾 向 で は あ る も の の 、 昨 年 死 者 数 は １ ２ 人 と 前 年 と

比 較 し て 倍 に 増 え て い る こ と か ら 、 第 １ １ 次 交 通 安 全 計 画 （ 令 和

３ 年 度 ～ 令 和 ７ 年 度 ） 策 定 、 令 和 ７ 年 度 ま で に 「 交 通 事 故 死 傷 者

数 」 を １ ０ ０ ０ 人 以 下 に す る こ と を 目 標 に 掲 げ 、 ８ つ の 視 点 か ら

特 に ３ 点 ① 高 齢 者 及 び 子 ど も の 安 全 確 保 ② 生 活 道 路 に お け る 安 全

確 保 ③ 先 端 技 術 の 活 用 促 進 を 指 針 と し て 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」 の 推

進 を お こ な っ た 。主 な も の が 、① 押 し ボ タ ン 式 横 断 者 明 示 標 識「 新

ぴ か っ と わ た る く ん 」 を １ ２ 基 設 置 し 、 Ｌ Ｅ Ｄ ラ イ ト の 点 滅 と 光

る 文 字 で 停 止 率 向 上 を 図 る 。 課 題 は 、 一 基 の 設 置 費 用 が ５ ０ ０ 万

円 も か か る た め 自 治 体 単 独 の 予 算 で は 設 置 は 困 難 と 思 わ れ る 。 ②



ス マ ー ト ポ ー ル 実 証 実 験 に つ い て は 、 カ メ ラ や 通 信 機 器 等 を 搭 載

し た ポ ー ル を 交 差 点 等 に 設 置 す る こ と に よ り 、 交 差 点 に 進 入 す る

車 両 や 歩 行 者 等 に 対 し て 電 光 掲 示 板 に 絵 文 字 や 矢 印 を 標 示 さ せ る

こ と で 注 意 喚 起 を 促 す も の で 非 常 に 先 進 的 で 効 果 も 出 て い る 一 方

で こ ち ら に 関 し て も 予 算 の 高 額 が 課 題 で あ る 。                            

                              

 （ ３ ） 岐 阜 県 岐 阜 市 （ ３ 日 目 ） リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 事 業

に つ い て 視 察 を 行 っ た 。  

 市 の 概 要 に つ い て は 、 人 口 ４ ０ 万 ２ ４ ０ ０ 人 、 県 の 南 西 部 、 名

古 屋 都 心 か ら ３ ０ ㎞ 、 鉄 道 で 約 ２ ０ 分 の 距 離 に 位 置 す る 。 市 の 東

西 の 鵜 飼 い で 有 名 な 長 良 川 が 流 れ 織 田 信 長 ゆ か り の 岐 阜 城 が あ る 。 

「 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 事 業 」 に つ い て は 、 行 政 の 取 り 組 み

と 民 間 の 取 り 組 み そ れ ぞ れ 過 去 か ら 遡 っ て の ま ち づ く り の 取 り 組

み の 歴 史 、 経 緯 が と て も 分 か り や す く 詳 細 に 、 担 当 課 長 か ら 熱 心

に 説 明 が あ っ た 。 岐 阜 市 は 郊 外 に 大 型 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル が 多 く

建 設 さ れ た 結 果 、 柳 ヶ 瀬 商 店 街 の 来 客 数 が 減 り 、 シ ャ ッ タ ー 店 舗

が 増 加 、 活 気 を 失 い 中 心 商 店 街 の 空 洞 化 が 進 ん だ 。 そ う し た 状 況

を 打 破 す る た め に 、 平 成 ２ ２ 年 に 岐 阜 市 商 店 街 活 性 化 プ ロ デ ュ ー

サ ー 事 業 を 開 始 、 遊 休 不 動 産 に 関 す る 利 活 用 セ ミ ナ ー や 空 き 店 舗

ツ ア ー を 実 施 、平 成 ２ ９ 年 に 都 市 再 生 推 進 法 人 指 定（ 柳 ま ち 会 社 ）

令 和 元 年 に は 第 １ 回 リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル を 開 催 し ３ ２ 人 の そ

れ ぞ れ の 専 門 家 等 が 参 加 し ま ち づ く り の 担 い 手 育 成 が 促 進 さ れ た 。

そ の 後 岐 阜 市 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り ガ イ ド ブ ッ ク を 作 成 、 岐

阜 市 の 未 来 ま ち づ く り 構 想 を 策 定 し た 。 更 に 、 柳 ヶ 瀬 日 常 ニ ナ ー

レ を 開 催 し 、 日 常 の ま ち づ く り の 担 い 手 の 裾 野 拡 大 を 推 進 し た 。

一 方 で 民 間 の 取 り 組 と し て は 、 平 成 ２ ６ 年 サ ン デ ー ビ ル ヂ ン グ マ

ー ケ ッ ト の 開 催 、 平 成 ２ ９ 年 ロ イ ヤ ル ４ ０ （ リ ノ ベ 物 件 ） ― 空 き

店 舗 の 出 展 者 誘 導 を 実 施 、 令 和 ２ 年 に は 、 今 回 視 察 説 明 を 聞 い た

場 所 と な っ た 、 や な が せ Ｒ テ ラ ス 整 備 ・ 運 営 （ 財 団 ） を 設 立 す る

な ど 公 民 一 体 的 と な っ た ま ち づ く り 事 業 は 大 変 に 学 ぶ べ き 点 が 多

か っ た 。 本 市 に 持 ち 帰 っ て 更 に 研 究 し 活 用 し て い き た い 。  

 

以 上  
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⚫️各務原市視察 

 

各務原市における移動支援サービス「チョイソコ」の導入に関する視察 

 

「チョイソコ」の背景 

- 介護・高齢者支援の必要性 

- 地域での移動支援の役割 

- デマンド型交通の重要性 

- グループ送迎による効率性 

- カーナビゲーション技術の活用 

- 大型車両通行不可能エリアへの対応 

 

「チョイソコ」はコミュニティバスや市営バスが通っていない地域の高齢者の足

としてとても良い取り組みだなと思いましたが、タクシー業者や地域企業のスポ

ンサーによる資金運用をしているにしても収支率がとても低く、収支率 50%以上を

基準としている流山市としては導入へのハードルは高いと感じました。 



 

⚫️豊田市「あそべるとよたプロジェクト」視察 

 

このプロジェクトは、名鉄豊田市駅周辺の「まちなか広場」を活用し、市民・企

業・行政が協力して地域の魅力を高めるための取り組みです。 

2015 年から始まったこのプロジェクトは、市民との協力により広場を有効活用し、

新たなアイデアを形にする試みです。 

目的は、市民にとって魅力的で使いやすい広場をつくり、地域の活動の場として

確立することです。 

 

2023年 3月 31日までの実証実験で「とよしば」と名付けられ、市民のアイデアや

行動を通じて、新たなプレーヤーを育て、市の発展に貢献する場所として期待さ

れています。 

 

名鉄豊田市駅の東口まちなか広場は、豊田市の新しい魅力を創り出す場所として

整備されていて芝生広場は 560平方メートルの広さで、豊田市の活気を再生する

場所として計画されたとのことで、市民が滞在し、愛着を持つ場所を提供してい

ます。健康増進のための活動やイベントも開催していて、市民の交流を促進して

いて、南流山駅前広場もこの取り組みを取り入れられたらいいと思いました。 

 

⚫️豊田市の交通安全ジコゼロ大作戦について 

 

*交通安全の三要素は 

"人"への啓発活動 

安全な "車" の開発 

"交通環境" の整備 

 

具体的な取り組みとしては、 

1.  ITSスマートポール（SP） 

  - 衝突危険検知と注意喚起 

  - 出会い頭事故対策 

2. 住民ヒヤリハットデータベース 

  - 危険箇所情報の収集 

  - 危険度算定と対策の優先順位付け 

3. 高齢者安全運転診断アプリ 

  - ドライブレコーダーデータの活用 

  - 高齢者の安全運転支援 

 



4. 車両プローブデータの活用 

  - プローブデータと事故データの組み合わせ 

  - 効果的な対策の実施  

5.押しボタン式横断者明示標識（ぴかっとわたるくん） 

 歩行者の存在• 横断する意志を確実に認知できる 

 

流山市でも導入できたら良いと思うものもありましたが、スマートポールも一つ

の横断歩道に費用が 500万円かかるなど、費用が高いので相応の予算と資金調達

が必要となります。 

 

視覚的に横断歩道を赤くしたり、看板をたくさん立てたりするのも良いとは思い

ますが、増えてくると、逆に運転手があまり気にしなくなってしまう可能性もあ

るため、スマートポールの向運転手通知機能の仕組みを活用して、TOYOTAさんが

リアルタイムで接近する車の情報を運転手に伝える機能を搭載できるようになる

のが理想だと思いました。 

 

⚫️ 岐阜市の「リノベーションまちづくり」についての視察 

 

「リノベーションまちづくり」は、岐阜市で空き家や空きビル、公共の空間を活

用し、地域資源を結集して、まちの活性化と課題解決を図る取り組みです。岐阜

市にぎわいまち公社により、2020年に柳ケ瀬のロイヤル劇場ビルに「まちなか活

性化活動拠点施設」が設置され、2020年 9月には「リノベーションまちづくり推

進拠点 やながせ Rテラス」がオープンしました。 

 

○やながせ Rテラスの役割 

「やながせ Rテラス」は、柳ケ瀬のロイヤル劇場ビル内に位置する「リノベーシ

ョンまちづくり」の拠点として、複数の役割を果たしており、まちの魅力を高め、

エリア全体にその魅力を広めることを目指して以下の活動を行っています。 

 

1. ショッピングと交流の場 

柳ケ瀬でのお買い物の休憩スペースとして、まちで働く人々の打ち合わせや作業

の場として、セミナーやワークショップの開催拠点として、多くの利用者が集ま

る場所。 

 

2. 若い世代の参加 

柳ケ瀬では若い世代の方々が積極的にまちづくりに参加し、出店やイベントなど

を通じてまちの活力を高めています。やながせ Rテラスはこれらの若い担い手と

交流の場を提供して、まちの魅力を共に発展させる役割を果たしています。 



 

3. サンデービルヂングマーケット 

柳ケ瀬で毎月第 3日曜日に開催される「SUNDAY BUILDING MARKET」は、地域内外

から約 5000人が集まる大規模なイベントで、まちを賑わせています。若い店主の

出店やまちの新旧のお店を紹介し、まちづくりに積極的に取り組んでいます。 

 

4. 「サンビル」への移行 

「ハロやな」から「SUNDAY BUILDING MARKET」への移行は、まちへの新しい貢献

を追求する一環でした。月 1回のマーケットが、単なる賑わいではなく、まちの

お客様やまちファンを育てる重要な役割を果たしています。 

 

○柳ケ瀬のまちづくりでは「ミユキデザイン」を含む多くの関係者が連携し、複

数のリノベーション事業を進行しています。シェアオフィスやシェアアトリエを

通じて、クリエイターやデザイナーが新たなビジネスチャンスを見つけられるよ

うな取り組みもありました。 

 

岐阜市柳ケ瀬の「リノベーションまちづくり」プロジェクトは、まちの再活性化

と若い担い手の育成を通じて、地域全体の成長に貢献していてとても素敵だと思

いました。若い世代を引き込み、運営メンバーを継続的に交代させることで、柔

軟で進化するまちづくりを進めているとのことでした。 

成功させるにはやる気のある市職員と市民が一丸となって進めていくのが良いと

もおっしゃっていて、流山市もぜひ Nまちデザインさんを筆頭に流山らしいまち

づくりをしていけたらいいなと感じました。 

また、商店街には昭和な雰囲気がものすごくたくさん残っていて、タイムスリッ

プしたかのような場所もありました。 

流山でいうと本町で古き良きところをもっと引き出していけたらいいと思います。 
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４  所 感 等  

 （ １ ） 岐 阜 県 各 務 原 市  「 チ ョ イ ソ コ 」 と い う 親 し み や す い ネ

ー ミ ン グ か ら 使 い 勝 手 の 良 さ が 連 想 さ れ る 。 ネ ー ミ ン グ も 重 要 な

要 素 と 考 え る 。 市 と し て は 収 益 よ り も 住 民 の 利 便 性 に フ ォ ー カ ス

し て お り 、 費 用 と し て 市 の 持 ち 出 し が ２ ， ２ ０ ０ 万 円 も あ る と の

こ と で 採 算 は 取 れ て い な い 。 採 算 は 取 れ な い な が ら も 、 市 の 負 担

を 軽 減 で 出 来 る よ う な 取 り 組 み を し っ か り と 行 っ て い る 。 地 元 企

業 に 協 賛 を 募 り 、見 返 り と し て 協 力 企 業 の 所 在 地 に 停 留 所 を 設 置 。

ま た 停 留 所 は 、A４ 程 度 の ラ ミ レ ー ト し た も の を 目 立 つ と こ ろ に 掲

示 し て お く だ け と い う ロ ー コ ス ト を 徹 底 し て い る 。 地 元 公 共 交 通

機 関 、 タ ク シ ー 会 社 、 市 と 三 社 で の 協 議 を 綿 密 に 行 っ た よ う で 、

タ ク シ ー 会 社 側 の 稼 ぎ が 少 な い 時 間 帯 に 「 チ ョ イ ソ コ 」 を 走 ら せ

る と い う 運 営 を し て お り 、 住 民 と タ ク シ ー 会 社 の 双 方 が W I N W I N



と な る 体 制 が 取 れ て い る 点 は 非 常 に 参 考 に な る 。  

 

（ ２ ） 愛 知 県 豊 田 市  豊 田 市 も 他 の 地 方 都 市 と 同 様 ド ー ナ ツ 化 現

象 に よ り 、 駅 周 辺 の 空 洞 化 が 顕 著 で あ る こ と は 駅 前 の 人 通 り を 見

る と 非 常 に よ く わ か る 。 人 口 的 に は 柏 市 と 同 規 模 程 度 で あ る が 駅

前 の 賑 わ い は 及 ば な い よ う に 感 じ た 。 そ の 柏 市 と も う 一 つ 類 似 す

る 点 は 百 貨 店 そ ご う が 撤 退 し て い る こ と 。 こ の 撤 退 に よ り 駅 周 辺

の 空 洞 化 が 加 速 し た 模 様 。 市 職 員 か ら 駅 前 の 活 性 化 を 図 り た い と

い う 強 い 思 い を 感 じ た 。 都 心 環 境 計 画 を 策 定 し 、 「 あ そ べ る と よ

た プ ロ ジ ェ ク ト 」を 始 動 。駅 前 の「 ま ち な か 広 場 」を 活 用 し て 様 々

な 実 証 実 験 を 行 っ て い る 。 飲 食 販 売 と 活 用 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 発

掘 に よ り 活 路 を 見 出 そ う と し て い る 。 今 後 は 本 格 的 な 実 証 実 験 を

さ ら に 実 施 し た 上 で 駅 前 の 整 備 を 開 始 し て い く よ う で あ る 。 気 に

な っ た 点 は 旧 そ ご う の 建 物 の 活 用 が 不 透 明 な こ と 。 ま た 駅 前 に 以

前 か ら あ る 商 店 や 企 業 と の 会 話 や 連 携 に 少 し 課 題 が あ る と 感 じ た 。 

           



  

日 本 経 済 を 牽 引 す る ト ヨ タ 自 動 車 の お 膝 元 だ け あ っ て 、 交 通 事 故

に 対 す る 対 策 は 最 先 端 を 行 く も の だ と 感 じ た 。 ト ヨ タ 自 動 車 と 共

同 で 様 々 な 実 証 実 験 を 行 っ て い る 。 ス マ ー ト ポ ー ル は 非 常 に 有 効

な 取 り 組 み で 、 見 通 し の 悪 い 交 差 点 に 設 置 す る こ と で 出 合 い 頭 の

事 故 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る 。 こ れ に 後 述 す る ヒ ヤ リ ハ ッ ト デ

ー タ ベ ー ス を 活 用 す る こ と で 、 市 内 の 交 通 安 全 性 が 更 に ブ ラ ッ シ

ュ ア ッ プ さ れ る と 思 わ れ る 。 そ の ヒ ヤ リ ハ ッ ト デ ー タ ベ ー ス で あ

る が 、 平 成 ２ ６ 年 、 令 和 元 年 に 市 内 の 小 学 ４ 年 生 と そ の 保 護 者 を

対 象 に 身 近 な 危 険 個 所 （ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 地 点 ） の 調 査 を 実 施 。 そ れ

を デ ー タ 化 し 、令 和 ４ 年 度 か ら シ ス テ ム と し て 本 格 運 用 し て い る 。

こ の よ う な 危 険 個 所 の 情 報 を 関 係 者 が 共 有 す る こ と は と て も 大 切

な こ と で 、 そ の 地 点 一 か 所 ず つ 対 策 を 講 じ て い く こ と で 事 故 件 数

低 減 に 確 実 に 繋 が る と 感 じ た 。 ま た 、 歩 行 者 の 交 通 事 故 抑 止 を 目

的 に 「 ぴ か っ と わ た る 君 」 を 設 置 。 通 学 路 の 横 断 歩 道 な ど に 設 置

し た こ と で 、 自 動 車 の 停 止 率 が 向 上 し て い る と の こ と 。  

こ う い っ た 様 々 な 取 り 組 み を す る こ と で 令 和 ７ 年 度 ま で に 交 通

事 故 死 傷 者 数 を １ ,０ ０ ０ 人 以 下 に す る こ と を 目 標 に 掲 げ て い る 。

本 市 も 取 り 入 れ た い 内 容 で あ る が 、 こ れ ら の 取 り 組 み は そ れ な り

に コ ス ト が か か る 。 本 市 で 取 り 入 れ る に は ど う や っ た ら 低 予 算 で

同 等 の 機 能 を 保 持 で き る か を 慎 重 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。                       

  



 

（ ３ ） 岐 阜 県 岐 阜 市   柳 ケ 瀬 商 店 街 に 行 き 、 空 き 不 動 産 を 活 用

し た リ ノ ベ ー シ ョ ン 街 づ く り を 視 察 。 商 店 街 全 体 が 昭 和 レ ト ロ の

雰 囲 気 に 包 ま れ て お り 、 と て も 懐 か し い 感 じ が す る 。 岐 阜 市 自 体

が 名 古 屋 市 の ベ ッ ト タ ウ ン 的 な 側 面 を 持 つ た め 、 若 い フ ァ ミ リ ー

層 が 多 く 居 住 し て い る 。 そ こ を 狙 っ た マ ー ケ テ ィ ン グ で 街 づ く り

を 推 進 し て い る 。  

岐 阜 市 が 外 部 講 師 を 招 き 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル を 開 講 。 ス

ク ー ル の 卒 業 生 を 中 心 に 街 に 新 し い 店 舗 や シ ェ ア ハ ウ ス 、 ギ ャ ラ

リ ー な ど が オ ー プ ン 。 買 い 物 す る だ け の 機 能 で は な く 、 住 む ・ 遊

ぶ と い っ た 機 能 も 重 視 し て 、 遊 休 不 動 産 を う ま く 活 用 し て い る 。

昭 和 レ ト ロ な 街 の 中 に 今 ど き の お し ゃ れ な カ フ ェ や ギ ャ ラ リ ー が

あ る そ の ギ ャ ッ プ は 、 遊 び に 来 る 人 を ワ ク ワ ク さ せ る 。 リ ノ ベ ー

シ ョ ン ス ク ー ル の 効 果 と し て 、 卒 業 生 中 心 に な っ て 街 づ く り に 関

わ っ て い く 人 が 増 え て お り 、 一 種 の コ ミ ュ ニ テ ィ の よ う に な っ て

い る と 感 じ た 。 そ の 繋 が り が 大 き く な れ ば な る ほ ど 、 街 に 活 気 が

生 ま れ る 。 そ の 活 気 を 垣 間 見 た 気 が し た 。  

ま た 市 長 の コ ミ ッ ト も 大 き く 、 ま さ に 官 民 一 体 と な っ て 行 わ れ

て い る 事 業 で あ る 。 岐 阜 市 は 市 内 に 他 の 観 光 資 源 も 多 い 為 、 更 に

う ま く 連 動 さ せ れ ば 、 素 晴 ら し い 地 域 資 源 と な り う る と 思 う 。 本

市 も 本 町 の 街 づ く り に お い て 大 い に 参 考 に し た い 。  
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視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   高 橋 あ き ら   

 

１  委 員 会 名  

  都 市 建 設 委 員 会  

 

２  期   日  

令和５年１０月２５日（水）～１０月２７日（金）２泊３日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 岐 阜 県 各 務 原 市 （ １ 日 目 ）  

   コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業 （ チ ョ イ ソ コ か か み が は ら ）  

 （ ２ ） 愛 知 県 豊 田 市 （ ２ 日 目 ）  

   公 共 空 間 の 暫 定 活 用 「 と よ し ば 」  

   交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」  

 （ ３ ） 岐 阜 県 岐 阜 市 （ ３ 日 目 ）  

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 事 業  

 

４  所 感 等  

（ １ ） 岐 阜 県 各 務 原 市 （ １ 日 目 ）  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業 （ チ ョ イ ソ コ か か み が は ら ）  

【 概 要 】  

岐 阜 県 各 務 原 市 (か か み が は ら し )と 中 々 読 め な い 市 で す 。 面 積

も 8 7 . 8 1 ㎦ と 流 山 市 ( 3 5 . 3 2 ㎦ )と 比 べ る と 2 . 5 倍 の 大 き さ で 、 人

口 も 1 4 . 5 万 人 で す 。市 内 の 真 ん 中 に 航 空 自 衛 隊 が あ り 、視 察 中 も

自 衛 隊 機 が 離 着 し て 、 騒 音 や 墜 落 事 故 の 心 配 が な い の か と 不 安 で

す 。  

市 内 交 通 は 東 西 に 鉄 道 ( J R・名 鉄 )が 走 り 1 6 の 駅 が あ り 、民 間 バ

ス も 1 1 路 線 運 行 し 、公 共 交 通 が 発 達 し て い ま す 。そ の 他 に 、ふ れ

あ い バ ス 7 路 線 、 チ ョ イ ソ コ タ ク シ ー 3 エ リ ア が 補 っ て い ま す 。  
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ふ れ あ い バ ス は 2 0 0 0 年 か ら 改 正 を 重 ね て 市 内 7 路 線 、 １ 乗 車

1 0 0 円 と 格 安 で 乗 車 で き る の が 羨 ま し い 。 や は り 1 0 0 円 と 定 額 に

す る の が 公 共 交 通 の 基 本 で あ り 、 流 山 市 の ぐ り ー ん バ ス の 運 賃 値

上 げ を す る の は 、 住 民 サ ー ビ ス に 逆 行 し て い ま す 。  

改 正 内 容 も 、 運 行 に 2 時 間 の 路 線 を コ ン パ ク ト な 路 線 や 、 利 用

者 の 少 な い 便 の 廃 止 ・ 再 配 置 、 運 行 ダ イ ヤ の 調 整 、 居 住 を 誘 導 す

べ き 区 域 へ の 車 両 の 追 加 等 々 、 利 用 し 易 い よ う に 改 善 さ れ て い ま

す 。  

デ マ ン ド タ ク シ ー の 検 討 も 工 夫 を 重 ね て い ま す 。 ふ れ あ い タ ク

シ ー（ 2 0 0 0 年 ～ 2 0 2 2 年 ）と し て 1 時 間 に １ 便 程 度 の 運 行 、 1 乗 車

3 0 0 円 (高 齢 者 等 は 半 額 )、予 約 3 0 分 前 ま で 可 能 、と 運 行 さ れ ま し

た 。 が 、 ダ イ ヤ が 分 か り づ ら い 、 固 定 客 が 多 い 等 、 課 題 解 決 し て

チ ョ イ ソ コ か か み が は ら ( 2 0 2 2～ )ふ れ あ い タ ク シ ー へ と 課 題 解 決

に 向 け て 実 証 運 行 を 開 始 し て い ま す 。１ 乗 車 4 0 0 円 ま た 6 0 0 円 (高

齢 者 等 は 半 額 ) 2 0 分 前 ま で に 予 約 と し て 、 ト ヨ タ 系 ㈱ ア イ シ ン の

Ａ Ｉ を 取 り 入 れ て い る の も 斬 新 で す 。 や は り 、 ワ ン コ イ ン で 利 用

で き る の も 大 き な 魅 力 で す 。  

取 り 組 み の 中 で 大 切 に し て い る こ と は 、 住 民 と の 対 話 を 重 視 し

て い る こ と で す 。 毎 年 1 1 会 場 で 1 2 回 開 催 し て 改 正 内 容 の 説 明 や

公 共 交 通 に 対 す る 意 見 や 要 望 を 聞 き 、 次 の 改 正 に 反 映 ・ 議 会 報 告

し 常 に 進 化 さ せ て い る こ と に 、 当 市 で も 大 い に 学 ば な け れ ば い け

な い こ と で す 。  

ま た 、 予 算 も 2 . 7 億 円 を 組 ん で 、 ふ れ あ い バ ス ・ タ ク シ ー の 事

業 費 を 計 上 し 、 当 市 の ぐ り ー ん バ ス １ 億 円 の 予 算 の 倍 以 上 と な っ

て い ま す 。 利 用 促 進 の 取 り 組 み も 、 運 転 免 許 自 主 返 納 事 業 と し て

3 0 0 0 円 を 渡 し て い ま す 。  

ま た 、公 共 交 通 マ ッ プ ( A 4× 3 6 頁 )、乗 合 送 迎 サ ー ビ ス パ ン フ レ

ッ ト の 作 成 と キ メ 細 か な 対 応 と 一 目 で 分 か る よ う な 工 夫 ・ 周 知 を

し て い る こ と に も 関 心 し ま し た 。  

 

【 感 想 】  

 当 市 で の 公 共 交 通 を 考 え る 上 で 大 変 参 考 に な る 取 り 組 み を 視 察

す る こ と が で き ま し た 。 今 、 ぐ り ー ん バ ス が 不 通 の 地 域 の デ マ ン
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ド タ ク シ ー の 検 討 が 行 わ れ て い ま す が 、 行 政 主 導 で し っ か り と 対

応 し て 行 く べ き と 考 え ま す 。  

“ 行 き た い と き に 、 行 き た い と こ ろ へ ” と 、 外 出 を 応 援 す る 移

動 手 段 の 制 度 設 計 が 求 め ら れ て い ま す 。 こ れ か ら 高 齢 化 が 益 々 進

む 中 で 喫 緊 の 課 題 と な っ て い ま す 。  

 

【 そ の 他 】  

 そ の 他 、 気 に な っ た 点 で 「 予 算 の 概 要 」 の パ ン フ レ ッ ト が あ る

の で す が 、 新 規 ・ 継 続 事 業 が 一 目 で 理 解 で き 、 分 か る 内 容 に な っ

て い ま し た 。 今 年 は 何 を や っ て い く の か が 分 か る メ ッ セ ー ジ を 伝

え て い ま す 。 「 市 議 会 だ よ り 」 も 参 考 資 料 と し て 頂 き ま し た が 、

一 般 質 問 の 内 容 は 記 載 さ れ て い る の で す が 、 誰 が 質 問 し た の か が

不 明 な 点 が 疑 問 で し た 。  

 

（ ２ ） 愛 知 県 豊 田 市 （ ２ 日 目 ）  

ト ヨ タ と 言 え ば「 ク ル マ の ま ち 」、人 口 4 1 . 7 万 人 、面 積 9 1 8 . 3 2 ㎦

(愛 知 県 の 1 7 . 8％ 、 H 1 7 : 6 町 村 合 併 )、 7 割 が 森 林 、 1 1 . 2 万 人 中 9 . 9

万 人 が 自 動 車 関 連 事 業 に 携 わ っ て い る 。 議 員 定 数 4 5。  

 

・ 公 共 空 間 の 暫 定 活 用 「 と よ し ば 」  

【 概 要 】  

豊 田 市 は 2 0 1 6 年 に「 都 心 環 境 計 画 」を 策 定・公 表 し 、に ぎ わ い

の 創 出 を 行 い 公 共 空 間 の 活 用 ・ 再 整 備 を 進 め て い ま す 。 統 一 し た

デ ザ イ ン で 市 民 と 一 緒 に 考 え 、 ま ち の 使 い 方 ・ あ り 方 に 関 し て 市

民 ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 を 通 し て 、 市 民 の 意 識 共 有 を 図 り な が ら 検 討

を 進 め て い ま す 。  

豊 田 市 駅 周 辺 を 中 心 に 商 業 ・ 公 共 空 間 ・ 交 通 機 能 を 整 理 し 、 駅

舎 や デ ッ キ 、 ま ち な か 広 場 を 重 点 的 に 展 開 す る 考 え で す 。  

進 め 方 と し て 、 「 都 心 を 育 て る 会 」 の 市 民 ・ 商 業 者 ・ 市 民 団 体

の 構 成 で 、 市 民 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 合 意 形 成 を 図 り 、 推 進 会 議 （ 地

域 経 済 代 表 、再 開 発 法 人 、商 業 ・ 事 業 者  等 々 ）で 確 認 ・ 同 意 を 形

成 し ま す 。  

駅 前 広 場 と し て 「 と よ し ば 」 の 運 用 が 3 年 半 の 実 証 実 験 で 令 和
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5 年 3 月 に 終 了 し 、 新 た な ま ち な か 広 場 と し て オ ー プ ン し て い ま

す 。こ の 間 の 取 り 組 み と し て 、企 画 数 が 令 和 元 年 3 8 回 か ら 令 和 4

年 1 3 6 回 を コ ロ ナ 禍 の 中 で も 魅 力 的 な 企 画 や イ ベ ン ト を 開 催 し て

き ま し た 。  

駅 前 の 現 状 と し て 、 周 辺 自 治 体 へ の 大 規 模 商 業 施 設 の 立 地 計 画

が 活 発 化 、 駅 前 へ の 来 訪 頻 度 の 低 下 、 「 に ぎ わ い 」 に 関 し て 問 題

が 懸 念 さ れ て い ま す 。 そ の よ う な 中 で の 「 都 市 環 境 計 画 」 の 策 定

と 都 心 の 活 用 ・ 再 整 備 が 図 ら れ て い ま す 。 そ の コ ン セ プ ト は ウ ォ

ー カ ブ ル な 都 市 空 間 ・ 歩 き た く な る よ う な イ メ ー ジ の ま ち づ く り

の 実 現 を め ざ し て い ま す 。 豊 田 ス タ ジ ア ム と 豊 田 市 駅 と 畏 森 公 園

を 結 ぶ 壮 大 な 構 想 に な り ま す 。  

 

【 感 想 】  

「 と よ し ば 」 に よ る 広 場 機 能 の 実 証 実 験 を 経 て 、 民 間 主 導 に よ る

空 間 活 用 を 促 進 し 、 ウ ォ ー カ ブ ル な 公 共 空 間 の 創 出 の 整 備 が ど の

よ う に 展 開 し て い く の か 、 興 味 が あ り ま す 。  

 

・ 交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」  

【 概 要 】  

豊 田 市 の 交 通 事 故 発 生 状 況 は 、2 0 0 8 年 3 , 0 9 1 人 を ピ ー ク に 2 0 2 2

年 は 1 , 1 5 9 人 （ 死 者 1 2 人 、 重 傷 者 1 9 人 、 軽 症 者 1 , 1 2 8） と 減 少

傾 向 。 し か し 、 県 内 比 較 で は 死 亡 事 故 県 内 ワ ー ス ト 上 位 を 占 め て

い ま す 。 そ こ で 、 令 和 3 年 度 か ら 令 和 7 年 度 に 死 傷 者 1 , 0 0 0 人 以

内 の ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 を 開 始 し ま し た 。  

「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」 は ト ヨ タ 自 動 車 ・ ト ヨ タ モ ビ リ テ ィ 基 金 に

よ る 交 通 安 全 対 策 に よ る も の で す 。 そ の 例 と し て 、 ① ス マ ー ト ポ

ー ル 実 証 実 験 は 、 交 差 点 に セ ン サ ー を 設 置 し て 電 光 掲 示 板 に 絵 文

字 や 矢 印 を 表 示 し て 注 意 喚 起 す る も の で す 。 ② ヒ ヤ リ ハ ッ ト デ ー

タ ベ ー ス は 、 収 集 し た 身 近 な 危 険 箇 所 ( 7 5 小 学 校 7 , 6 0 0 人 参 加 、

3 , 0 1 2 地 点 )の 調 査 結 果 を デ ー タ ベ ー ス 化 し ヒ ヤ リ ハ ッ ト マ ッ プ

を 公 開 す る こ と で 安 全 対 策 に 活 用 す る も の で す 。 ③ 高 齢 者 安 全 運

転 サ ポ ー ト プ ロ グ ラ ム は 、 自 分 の 運 転 を 映 像 で 振 り か え る こ と が

で き 、 違 反 に つ い て も ア ド バ イ ス を 受 け ら れ 点 数 化 さ れ る プ ロ グ
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ラ ム で す 。④ 押 し ボ タ ン 式 横 断 者 明 示 標 識（ ぴ か っ と わ た る く ん ）

は 、 L E D 点 滅 で ド ラ イ バ ー に 知 ら せ る 標 識 1 2 基（ 設 置 費 用 5 0 0 万

円 ） を 設 置 す る も の で す 。  

 

【 感 想 】  

ト ヨ タ 自 動 車 の 協 力 も あ っ て A I を 利 用 し て 実 証 実 験 を 行 う こ

と は 大 変 貴 重 な 試 み で す 。 特 に 、 高 齢 者 安 全 運 転 サ ポ ー ト プ ロ グ

ラ ム は 、 早 期 に 実 現 し て 普 及 し て ほ し い 課 題 で す 。 し っ か り と し

た 予 算 が あ れ ば 安 全 運 転 を サ ポ ー ト す る こ と が 可 能 に な り 、 将 来

は 「 ジ コ ゼ ロ 」 も 夢 で は な い の で は な い で し ょ う か 。  

 

（ ３ ） 岐 阜 県 岐 阜 市 （ ３ 日 目 ）  

人 口 4 0 . 9 万 人 、面 積 2 0 3 . 6 ㎢ 、鵜 飼 で 有 名 な 長 良 川 、織 田 信 長

ゆ か り の 岐 阜 城 、 議 員 定 数 3 8 名  

 

・ リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 事 業  

【 概 要 】  

 郊 外 の 大 規 模 商 業 施 設 に 市 民 の 足 が 向 か い 、 昔 の 商 店 街 の シ ャ

ッ タ ー 通 り と な る 中 で の 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン の ま ち づ く り 事 業 が 展

開 さ れ て い ま す 。 美 川 憲 一 の “ 柳 ヶ 瀬 ブ ル ー ス ” で 有 名 な 柳 瀬 商

店 街 の 取 り 組 み に つ い て で す 。  

 2 0 1 0 年 に 岐 阜 市 商 店 街 活 性 化 プ ロ デ ュ ー サ ー 事 業 が 始 ま り 、

2 0 1 4 年 に サ ン デ ー ビ ル ヂ ン グ マ ー ケ ッ ト が 開 催 さ れ 、2 0 1 6 年 に 柳

ヶ 瀬 を 楽 し い ま ち に す る 株 式 会 社 が 設 立 さ れ ま し た 。 翌 年 ロ イ ヤ

ル 4 0 (リ ノ ベ 物 件 )を 空 き 店 舗 の 出 店 に 誘 導 し ま し た 。  

 行 政 の 取 り 組 み と し て 、 都 市 再 生 推 進 法 人 指 定 (柳 ま ち 会 社 )、

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し ま し た 。  

第 １ 回 リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル を 開 催 ( R１ ～ R 3 )し 、ま ち づ く り

の 担 い 手 を 育 成 し ま し た 。  

柳 ヶ 瀬 日 常 ニ ナ ー レ 開 催 ( R 4 )は 、 ま ち づ く り の 担 い 手 の 裾 野 拡

大 を 狙 っ た 取 り 組 み で す 。  

8 年 間 の 取 り 組 み で 1 5 0 店 舗 が 、 こ の エ リ ア に 新 規 出 店 し て い

ま す 。  
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【 感 想 】  

 昭 和 の 時 代 に 栄 え た 面 影 を 残 し た 懐 か し さ を 覚 え る 商 店 街 は 、

ア ー ケ ー ド が 連 な っ て い ま す 。こ の 地 域 に は ８ つ の 商 店 会 が あ り 、

意 思 統 一 す る の に も 苦 労 が あ る よ う で す 。 耐 震 化 に つ い て 伺 う と

そ れ も 大 き な 課 題 だ と 言 っ て い ま し た 。 大 型 店 舗 の 進 出 規 制 を し

っ か り と 対 応 す べ き で は な か っ た か と 感 じ ま す 。  

 こ れ か ら 若 い パ ワ ー で 、 商 店 街 の 活 性 化 へ と 大 き く 向 か っ て ほ

し い で す 。  



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   近 藤  み ほ    

 

１  委 員 会 名  

  都 市 建 設 委 員 会  

 

２  期   日  

令和５年１０月２５日（水）～１０月２７日（金）２泊３日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 岐 阜 県 各 務 原 市 （ １ 日 目 ）  

   コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業 （ チ ョ イ ソ コ か か み が は ら ）  

 （ ２ ） 愛 知 県 豊 田 市 （ ２ 日 目 ）  

   公 共 空 間 の 暫 定 活 用 「 と よ し ば 」  

   交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」  

 （ ３ ） 岐 阜 県 岐 阜 市 （ ３ 日 目 ）  

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り 事 業  

 

４  所 感 等  

（ １ ）   コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 等 運 行 事 業（ チ ョ イ ソ コ か か み が

は ら ）  

 

ア  市 の 概 要  

岐 阜 県 南 部 の 愛 知 県 と の 県 境 に 位 置 し 、市 の 面 積 は 8 7 . 8 1キ ロ 平 方

メ ー ト ル の 人 口 は 約 １ ４ 万 ５ 千 人 で あ る 。市 内 を 東 西 に 鉄 道（ J R・

名 鉄 ） が 走 り 1 6の 鉄 道 駅 が あ る 。 市 域 中 央 に 立 地 す る 航 空 自 衛 隊

岐 阜 基 地 を 中 心 に 航 空 機 産 業 等 の 製 造 業 が 集 積 し て お り 、 製 造 品

出 荷 額 が 岐 阜 県 下 ナ ン バ ー ワ ン の ま ち で あ る 。  

 

イ  市 内 の 公 共 交 通  

鉄 道 は J R高 山 本 線 （ ４ 駅 ） 、 名 鉄 各 務 原 線 ・ 犬 山 線 （ １ ２ 駅 ） 、



民 間 バ ス は １ １ 路 線 、 乗 用 タ ク シ ー ５ 社 、 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と し

て 、 ふ れ あ い バ ス ７ 路 線 、 チ ョ イ ソ コ ３ エ リ ア を 運 営 し て い る 。  

１ ６ の 鉄 道 駅 を 軸 に 公 共 交 通 網 を 形 成 し 、 生 活 圏 ご と に 地 区 ご と

に 、 ふ れ あ い バ ス 路 線 や デ マ ン ド サ ー ビ ス を 設 定 、 路 線 ご と に ①

商 業 施 設 へ 乗 り 入 れ ・ 接 地 ② 鉄 道 駅 と 接 続 す る こ と で 鉄 道 を 軸 と

し た 交 通 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 っ て い る 。  

 

ウ  コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に つ い て  

１ 乗 車 １ ０ ０ 円 で 市 内 ７ 路 線 走 っ て い る ふ れ あ い バ ス は 、 市 民 の

き め 細 や か な 要 望 を 反 映 し て き た も の の 、 始 点 か ら 終 点 ま で ２ 時

間 以 上 か か る 路 線 が 発 生 し て し ま っ た り 、 運 行 本 数 が 限 ら れ て し

ま っ た り 、 ト ラ ブ ル 発 生 時 に 全 域 へ の 影 響 が で る 、 鉄 道 や 他 の 公

共 交 通 事 業 と の 連 携 が 弱 い と い う 課 題 が 発 生 し て い た 。  

生 活 圏 を 意 識 し て コ ン パ ク ト な 路 線 改 正 を 行 っ た り 、 そ の 後 も 利

用 者 の 方 の 意 見 を 聞 い た り 、 利 用 者 数 に 基 づ き ダ イ ヤ を 改 定 し て

き た 。  

 

エ  デ マ ン ド タ ク シ ー  

道 路 が 狭 隘 で コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス が 入 り に く い エ リ ア に は 1時 間 1便

程 度 の 仮 想 ダ イ ヤ を 設 定 し 、 予 約 制 で 導 入 す る こ と に し た の が ふ

れ あ い タ ク シ ー で あ る 。 し か し ダ イ ヤ が 分 か り に く い 、 固 定 客 が

多 く 新 規 利 用 者 が 定 着 し づ ら い と い う 課 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 も

っ と 幅 広 く 利 用 さ れ る 公 共 交 通 を め ざ し て 、 単 な る 交 通 手 段 の 確

保 だ け で は な く 、 お 出 か け 促 進 に も 取 り 組 む 目 的 を 据 え て 、 事 前

会 員 登 録 制 と し た 上 で 、 A Iを 用 い た 配 送 シ ス テ ム を 携 え た チ ョ イ

ソ コ か か み が は ら を 運 行 す る こ と に な っ た 。  

予 約 は 利 用 の ２ ０ 分 前 で 、 ス ポ ン サ ー 制 度 を 導 入 し て い る 。  

ス ポ ン サ ー 制 度 と い う 、 地 域 の 事 業 所 等 か ら 協 賛 を 受 け 付 け る こ

と で 、 地 域 に 支 え て も ら う 持 続 可 能 な 公 共 交 通 サ ー ビ ス と し て 事

業 を 展 開 す る 。  

運 行 エ リ ア 内 に お い て ス ポ ン サ ー と な っ た 事 業 所 に は 、 チ ョ イ ソ

コ の 乗 降 停 留 所 を 設 置 す る こ と で 、 ス ポ ン サ ー が 増 え る ほ ど 、 利

用 者 の お 出 か け 先 目 的 地 が 増 え て い く 仕 組 み と し 、 地 域 と 一 体 と



な っ た 生 活 の 足 の 確 保 に 取 り 組 む こ と を 目 指 し た も の だ が 、 協 賛

に つ い て の 考 え 方 は 多 様 で 収 益 率 を あ げ る 貢 献 ま で に は 至 っ て い

な い 。  

こ の よ う な 地 道 な 積 み 上 げ に よ っ て 令 和 ２ 年 は 計 ５ ０ か 所 。 令 和

４ 年 は 計 ７ ８ か 所 、 令 和 ５ 年 は ２ ９ か 所 停 留 所 が 順 調 に 増 え て い

る 。  

バ ス 年 度  令 和 ５ 年 度 ： 令 和 ４ 年 度 １ ０ 月 ～ 令 和 ５ 年 度 ９ 月 。 ふ

れ あ い バ ス 再 編 、 ふ れ あ い タ ク シ ー 導 入 か ら 利 用 者 は 減 っ て い た

が 、チ ョ イ ソ コ か か み が は ら を 導 入 し て か ら 利 用 者 は 増 え て い る 。

会 員 は ２ ０ ２ ０ 年 の ３ ３ ３ 名 か ら ２ ０ ２ ２ 年 に は １ １ ２ ９ 名 に 増 、

便 利 に な っ た と い う 声 も あ る 一 方 で 、 平 日 だ け の ダ イ ヤ に 対 す る

不 満 の 声 も あ る よ う だ 。  

 

住 民 と の 対 話 の 機 会 と し て ふ れ あ い バ ス 等 懇 談 会 を 毎 年 １ １ 会 場

で 年 １ ２ 回 チ ョ イ ソ コ か か み が は ら の 利 用 相 談 会 を 実 施 し 、 次 の

改 正 に 反 映 す る な ど 、さ ら な る 運 営 強 化 に 向 け て 努 力 さ れ て い る 。 

利 用 促 進 の 取 り 組 み と し て 、 公 共 交 通 利 用 の き か っ け づ く り と し

て 、 運 転 免 許 証 自 主 返 納 支 援 事 業 と 連 携 （ 交 通 系 Ｉ Ｃ カ ー ド ３ ,

０ ０ ０ 円 分 （ デ ポ ジ ッ ト ５ ０ ０ 円 含 む 、 １ 人 １ 回 お 渡 し ） し て い

る 。 令 和 ５ 年 ９ 月 ３ ０ 日 登 録 者 数 １ １ ２ ９ 人 中 、 ７ ０ 代 以 上 が ８

６ ２ 人 （ ７ ６ ％ ） で 、 高 齢 者 の 足 と し て 機 能 す る こ と で 、 介 護 予

防 等 、 高 齢 者 等 が 健 康 で 、 社 会 に 参 画 し な が ら 生 活 で き る 環 境 構

築 を 目 指 し て い る と の こ と  

 

オ  事 業 性 に つ い て  

経 費 と し て 、 ふ れ あ い バ ス に つ い て は １ 億 ４ ６ ０ ０ 万 円 （ バ ス ７

台 分 ） 、 か か っ て い る 。 料 金 は １ ０ ０ 円 一 律 で 提 供 し て い る が 、

チ ョ イ ソ コ か が み は ら は 市 単 独 費 は ２ ２ ０ ０ 万 円 か か っ て い る 。

チ ョ イ ソ コ か が み は ら は の 収 支 率 は ７ ． ８ ％ 、 ふ れ あ い バ ス の 収

支 率 は １ ２ ． ４ ％ 、 全 体 収 支 率 は １ ２ ％ で あ る 。  

 

C A S Eや  M a a Sの 活 用 、Ａ Ｉ に よ る 配 車 シ ス テ ム の 運 用 と そ の 効 果 に

つ い て 、  



（ 株 ） ア イ シ ン  も と も と は カ ー ナ ビ を 扱 っ て い た 会 社 で 、 カ ー

ナ ビ の 仕 組 み の 中 に Ａ Ｉ に よ る 配 車 シ ス テ ム が あ る 。 停 留 所 が た

く さ ん 増 え れ ば 増 え る ほ ど 、 配 車 が 複 雑 に な る も の だ が 、 ス ム ー

ズ な 配 車 に 向 け て の シ ス テ ム に 貢 献 し て い る 。 例 え ば 、 最 初 に 予

約 さ れ た 方 が １ ０ 時 に 予 約 し た と す る 、 次 に １ ０ 時 以 降 に 予 約 し

た 人 が い た と し た 場 合 、 次 の 方 が 前 回 に 予 約 し た ル ー ト の 上 に あ

る 場 合 は ル ー ト に 入 れ る し 、 入 っ て い な い 場 合 は 別 便 に す る な ど

の 制 御 に 活 用 す る な ど で あ る 。  

 

Ａ Ｉ を 利 用 し た 配 車 シ ス テ ム は 有 効 で 公 民 連 携 の 事 業 と し て 有 効

性 を 感 じ た 。 ま た 、 流 山 市 で も 道 路 が 狭 隘 な エ リ ア や 介 護 予 防 観

点 か ら 、 地 域 の 足 と な る デ マ ン ド タ ク シ ー の 導 入 が 要 望 さ れ て い

る が 、 採 算 性 な ど が 課 題 と な っ て 導 入 で き て い な い 。 市 民 の 足 と

い う の は 高 額 で 運 営 維 持 が 難 し い 。 職 員 の ご 努 力 が に じ み 出 て い

る と 感 じ た 。  



 

 

愛 知 県 豊 田 市  R 5 . 1 0 . 2 6  

（ １ ）  公 共 空 間 の 暫 定 活 用 「 と よ し ば 」  

 

ア  市 の 概 要  

豊 田 市  人 口 ４ ２ 万 人（ 徐 々 に 人 口 が 減 っ て い る ）面 積 は ９ １ ８ .

３ ２ キ ロ 平 方 メ ー ト ル 。合 併 に よ り ７ 割 が 森 林（ 全 国 と 同 じ 割 合 ）。

名 古 屋 市 か ら の ３ ０ 分 。 豊 田 駅 周 辺 の １ ９ ６ ヘ ク タ ー ル の 中 心 市

街 地 を 活 性 化 の た め の 事 業 に 対 す る 取 り 組 み で あ る 。  

 

郊 外 に 大 型 店 舗 が 出 店 し て 中 心 市 街 地 の 空 洞 化 が 進 ん で き た た め 、

そ れ を 打 開 し た い 、 中 心 市 街 地 に 人 が 活 動 し て い る 風 景 を 取 り 戻

す た め 、 ２ ０ １ ６ 年 ３ 月 に 「 都 心 環 境 計 画 」 を 策 定 し 、 公 共 空 間

の 活 用 「 つ か う 」 と 再 整 備 「 つ く る 」 を 両 輪 に 都 心 地 区 の 整 備 の

取 組 を 進 め て い る 。  

「 あ そ べ る と よ た プ ロ ジ ェ ク ト 」 に お け る デ ッ キ 広 場 で の 実 証 実

験 は 、 豊 田 市 駅 東 口 の 駅 前 広 場 を 運 営 す る し く み を 検 討 す る た め

に 行 わ れ て い る 。 収 益 事 業 と し て は サ ロ ン 事 業 、 飲 食 事 業 が 実 施

さ れ 、公 益・広 場 事 業 と し て ア ト リ エ 、ラ ボ 機 能 、ス タ ジ オ 機 能 、

ス ク ー ル 機 能 が 実 施 。  

以 下 、 公 民 連 携 の ま ち づ く り の 視 点 で 参 考 に な る 点 を 記 す 。  

 

イ  所 感  

駅 に つ い て は 東 西 軸 を 歩 き や す い 空 間 と 滞 留 で き る 空 間 を し つ ら

え る 。 グ ラ ン ド レ ベ ル で 店 舗 を 外 に 開 い て も ら え る よ う 働 き か け

て い る 。 耐 震 補 強 の 改 修 で 店 舗 が 閉 ま っ て し ま っ て い る の で 、 交

渉 を 名 鉄 と 改 善 案 を 協 議 中 で あ る 。  

将 来 的 に は 歩 行 者 専 用 道 路 に し て 、 フ ル モ ー ル を 目 指 し た い 、 ウ

ォ ー カ ブ ル な ま ち を 実 現 し た い と 行 政 が グ ラ ン ド ラ イ ン と し て の

あ り た い 姿 を 描 い て い る は 素 晴 ら し い 。  

 

拠 点 施 設 ・ 広 場 運 営 事 業 者 に つ い て は 、 最 初 は ３ 年 半 、 イ ベ ン ト



実 施 事 業 に 長 け た 事 業 者 が 担 っ て お り 仕 掛 け 作 り が 上 手 で 、 導 入

事 業 と し て は 場 所 貸 し で 公 共 が 仕 掛 け な く て も 自 走 し て い る 。  

並 行 し て 、と よ し ば（ Ｔ Ｏ Ｙ Ｏ Ｃ Ｂ Ａ  Ｓ Ｃ Ｈ Ｏ Ｏ Ｌ ）と い う プ レ

イ ヤ ー を 育 て る 事 業 を １ １ 回 実 施 し た り 、 ２ 回 目 の 選 定 は 、 愛 知

工 業 大 学 野 澤 ゼ ミ と 連 携 し 、 建 築 関 係 の 学 生 が 中 心 と な っ て い る

Ｔ Ｃ Ｃ Ｍ （ 都 市 再 生 推 進 法 人 ） と い う 団 体 を 選 定 す る な ど 、 将 来

を 担 う 人 材 ・ 若 者 に 対 し て 、 柔 軟 な 発 想 を も っ て 一 緒 に ま ち づ く

り を 学 ぶ 、実 践 す る 機 会 を 与 え た い と い う 市 の 姿 勢 が 表 れ て い る 。

自 分 た ち で 机 、 い す な ど を 作 っ て 場 所 を 貸 す 、 駄 菓 子 屋 （ 収 益 事

業 ） 、 子 ど も を 、 お 母 さ ん を 集 め て 、 学 ん で も ら う と い う 取 り 組

み が 実 施 さ れ た 。  

 

民 間 主 導 で 実 施 す る こ と の メ リ ッ ト は 、行 政 が や る イ ベ ン ト は「 〇

〇 ふ れ あ い 祭 り 」 の よ う な イ ベ ン ト だ け で は な く 、 公 共 で は 発 想

で き な い 新 し い 形 の 賑 わ い 創 出 で あ る 。 今 ま で に な っ た ワ ク ワ ク

感 を 民 間 の 発 想 で 実 現 し て も ら い た い と 役 割 分 担 を す る 際 の 根 底

の ポ リ シ ー に つ い て も 明 確 で あ る 。  

 

事 業 の 評 価 は 、 計 画 に あ る 事 業 目 的 ＝ （ ひ ろ ば 活 用 ） に つ い て 精

通 し て い る 有 識 者 、 地 元 の 商 工 会 議 所 、 評 価 会 議 を 実 施 し 、 適 正

に 評 価 す る 仕 組 み を 整 え て い た 。  

 

拠 点 施 設 ・ 広 場 運 営 事 業 者 に つ い て は 、 将 来 的 に は エ リ ア マ ネ ジ

メ ン ト に 向 け て 自 走 し て い た だ く こ と 望 ん で い る 。 ま ず は 、 都 市

整 備 部 と 産 業 部 の エ リ ア マ ネ ジ メ ン ト の 勉 強 会 を 実 施 し 、 協 議 会

と い う 形 に し よ う と し て い る が 、 ５ 法 人 の 足 並 み を そ ろ え る こ と

に 課 題 が あ る よ う だ 。 社 会 実 験 期 間 が 終 わ り 、 い よ い よ 本 番 の ま

ち づ く り が 始 ま る 。 こ れ ま で の 検 証 結 果 を 活 か し 、 ま ち づ く り の

実 践 が 行 わ れ る こ と に 敬 意 を 表 し 、 見 守 り た い 。  
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（ ２ ）  交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ の 実 現 に 向 け た 「 ジ コ ゼ ロ 大 作 戦 」 

車 の ま ち 豊 田 市 な ら で は 、 民 間 企 業 と 連 携 し て 事 故 ゼ ロ を 目 指 す



取 り 組 み に つ い て 視 察 し た 。 以 下 各 委 員 か ら の 調 査 事 項 を 中 心 に

特 記 事 項 を 記 す 。  

 

質 問 ①  高 齢 者 安 全 運 転 診 断 サ ー ビ ス 実 験 に つ い て 、 挙 動 を 把

握 ・ 分 析 し た 高 齢 者 の 方 々 は 、 ど の よ う な 属 性 を お 持 ち な の か 。

豊 田 市 は 「 サ ポ ー ト カ ー 限 定 免 許 」 と い う 制 度 を 運 用 さ れ て い る

が 、 そ の 施 策 と の 連 携 行 っ て い る の か 。 行 っ て い る と す れ ば 詳 細

を 教 え て く だ さ い 。  

（ 回 答 ） 長 く 運 転 を 楽 し ん で も ら う た め の ツ ー ル 。 自 宅 範 囲 ５ ｋ

ｍ で よ く 走 る と こ ろ で の 危 険 行 動 検 知 を 内 省 す る た め の も の 。 ３

０ ０ ０ 人 を 目 標 に 掲 げ て い る の で す が 、 参 加 者 が 減 っ て い る の が

現 状 。 参 加 さ れ た ６ 割 を 超 え る 方 が 役 に 立 つ 、 ５ 割 の 方 が 満 足 と

回 答 し て い る 。実 際 、自 分 で は 一 時 停 止 し て い る つ も り だ っ た が 、

止 ま れ て な か っ た 実 態 に 気 づ く こ と が で き た 。  

今 後 の 課 題 に つ い て は 、出 来 な い こ と を 指 摘 す る こ と も 重 要 だ が 、

で き て い る こ と を 伝 え る こ と も 重 要 。 自 分 の 運 転 は 大 丈 夫 か な ？

と 心 配 に 思 っ て い る 方 が 受 講 さ れ る と 効 果 が 高 い 。 交 通 安 全 指 導

を 前 向 き に や っ て い る 地 区 の 方 々 に 参 加 し て い た だ い て い る 。  

 

質 問 ② ヒ ヤ リ ハ ッ ト デ ー タ ベ ー ス か ら ど の よ う な 傾 向 が 読 み 取 れ

た の か 。 車 交 通 と 歩 行 者 の 密 度 が 高 く な る と 、 そ も そ も ヒ ヤ リ ハ

ッ ト の 確 率 も 高 く な る た め す み 分 け も 重 要 に な る 中 で 、 ま ち づ く

り に ど う 活 か し て い る の か 。  

（ 回 答 ）ヒ ヤ リ ハ ッ ト の 場 所 は タ ブ レ ッ ト か ら 入 力 し て も ら っ た 。

結 果 的 に ６ ０ ０ ０ か 所 の デ ー タ 収 集 が 行 え た 。 交 通 安 全 講 習 に 来

て い た だ い て い る 、 自 転 車 を 乗 り 始 め 外 出 範 囲 が 広 く な る 、 タ ブ

レ ッ ト 入 力 慣 れ て い る 小 学 校 ４ 年 に 協 力 し て ら っ た 。 公 園 や 交 流

館 付 近 、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー 、 ７ ７ 地 点 は 先 行 し て 対 策 が 実 施

で き そ う で あ る 。 今 後 の ま ち づ く り に 対 し て は 、 簡 易 型 の ス マ ー

ト ポ ー ル 設 置 、 Ｉ Ｔ Ｓ 自 動 車 、 Ｉ Ｔ Ｓ 自 転 車 の デ ー タ 取 得 に 役 立

て た い 。  

 

質 問 ③  ぴ か っ と わ た る く ん の 設 置 に つ い て 、五 差 路 に つ い て は 、



危 険 な の で 信 号 機 を 設 置 す る と い う 方 が よ い の で は ？  

（ 回 答 ） 信 号 機 は も ち ろ ん 増 や し て い き た く 、 警 察 に 押 し ボ タ ン

信 号 を 要 望 す る が 、無 理 だ っ た 場 合 の 代 替 案 と し て 活 用 し て い る 。

生 活 道 路 で 通 学 路 に な っ て い る 所 と か 、 公 共 施 設 の 周 り に 設 置 し

て い く こ と が 効 果 的 だ と 考 え て い る 。  

 

質 問 ④  ぴ か っ と わ た る く ん の 設 置 費 用 は ？  

（ 回 答 ） 周 辺 整 備 、 設 置 を 含 め て ５ ０ ０ 万 。 ５ 年 ほ ど は ノ ー メ ン

テ ナ ン ス で 稼 働 が 可 能 。 バ ッ テ リ ー は 定 期 的 に 交 換 が 必 要 。  
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(１ )  リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り  

 

ア  市 の 概 要  

名 古 屋 市 の 衛 星 都 市 ・ ベ ッ ド タ ウ ン 的 な 性 格 を 持 つ 一 方 で 、 岐 阜

県 の 行 政・商 業・情 報 の 拠 点 と し て 機 能 し て い る 。人 口 ３ ９ 万 人 、

面 積 ２ ０ ３ ． ６ ０ キ ロ メ ー ト ル 。  

 

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り は 、 今 あ る 資 産 を 活 か し 、 新 し い 使 い

方 で エ リ ア の 価 値 を 高 め て い く 手 法 。 民 間 主 導 で プ ロ ジ ェ ク ト を

お こ し 、 行 政 が 支 援 す る と い う 役 割 分 担 を 徹 底 す る 。 岐 阜 市 郊 外

に 郊 外 型 の 大 型 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル が 多 く 建 設 さ れ た 結 果 、 商 店

街 の 来 客 が 減 っ て し ま い （ 数 値 ） シ ャ ッ タ ー 商 店 が 増 え た こ と か

ら 、 こ の エ リ ア 再 生 を 狙 う も の 。  

以 下 、 各 議 員 か ら の 質 疑 事 項 か ら 特 記 事 項 を 記 す 。  

 

イ  歴 史 的 経 緯  

平 成 ２ ２ 年 、 岐 阜 市 商 店 街 活 性 化 プ ロ デ ュ ー サ ー を 全 国 か ら 募 集

し 雇 う こ と に し た 。 遊 休 不 動 産 対 策 と し て 空 き 店 舗 活 用 に 向 け て

補 助 金 を 出 し て い る が 、 店 舗 は 開 設 さ れ る も の の 補 助 機 関 が 終 了

す る と 撤 退 し て し ま う の が 課 題 と な っ て い た 。  

平 成 ２ ４ 年 、 賑 町 （ に ぎ わ い ま ち ） 校 舎 と プ ロ デ ュ ー サ ー が コ ラ

ボ し て 、 短 期 間 で  ま ち づ く り の プ レ イ ヤ ー が 集 ま り 始 め た  

平 成 ２ ５ 年  や な が せ ま ち づ く り 再 生 を 目 指 し 、 に ぎ わ い ま ち 公

社 を 組 織 化 す る こ と に 。 ま ず は マ ー ケ ッ ト し て い く こ と に し た 。

商 業 活 性 化 ア ド バ イ ザ ー を 設 置 す る 。  

平 成 ２ ６ 年  サ ン デ ー ビ ル ヂ ン グ マ ー ケ ッ ト  毎 月 日 曜 日 定 期 市

を 開 催 。  

て づ く り 市 、 主 催 者 と 出 展 者 が １ ５ ０ 店 舗 ま で 拡 大 。 や な が せ に

こ れ ま で 来 街 す る こ と が 無 か っ た 、 若 い 人 、 女 性 が 多 く 集 う こ と

に な っ た に 。  



 

ま ち づ く り 会 社 と し て 、 や な が せ の 商 店 主 ・ 地 域 住 民 と 一 体 と な

っ て 、 土 地 ・ エ リ ア の 価 値 を 高 め て 、 次 世 代 に ま ち を ひ き つ ぐ こ

と を 目 的 と し た 、 柳 ケ 瀬 を た の し い ま ち に す る 株 式 会 社 が 設 立 。

「 サ ン デ ー ビ ル ヂ ン グ 」 と い う プ ロ ジ ェ ク ト を 立 ち 上 げ る が 、 地

元 の 商 店 街 の 方 々 を 関 わ ら す こ と が で き な い こ と が 課 題 で あ っ た

め 、 裾 野 を 広 げ た の が 、 柳 ケ 瀬 日 常 ニ ナ ー レ 。  

 

ウ  事 前 の 調 査 に 基 づ く 質 疑 に 対 す る 回 答  

質 問 ①  リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル の 概 要  

（ 回 答 ） リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル は 、 不 動 産 や イ ベ ン ト の 事 業 提

案 を ス ク ー ル 形 式 で 創 出 す る 仕 組 み 。 １ チ ー ム を ８ 名 で 構 成 し 、

２ 泊 ３ 日 、 講 師 の 方 の 助 言 を い た だ い て ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し て 、

公 開 プ レ ゼ ン 。岐 阜 市 の リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル 、Y o u t u b eで 発 信

し て い る 。  

第 １ 回 ： ３ ２ 人 が 応 募 で 選 抜 。 業 種 は 建 築 、 設 計 、 不 動 産 。 ク リ

エ イ タ ー 、 コ ピ ー ラ イ タ ー 、 カ メ ラ マ ン 、 金 融 、 市 議 会 議 員 、 公

務 員 、 学 生 が 参 加 。 不 動 産 オ ー ナ ー が 活 用 に 悩 ん で い る ４ 物 件 を

対 象 に 、 そ の 活 用 方 法 、 事 業 提 案 を 実 施 。  

第 ２ 回 ： １ ８ 名  ２ 物 件 を 対 象 、 第 ３ 回 ２ ０ 名 が 参 加 、 ２ 物 件 を

対 象 。   

空 き 店 舗 補 助 と し て 、 現 在 も 補 助 を 継 続 し て い る が 、 補 助 が な く

な っ た 時 に 退 店 す る 店 が 多 い の も 課 題 。  

事 業 開 始 時 に 、 い き な り 店 舗 を 借 り る と な る と 家 賃 が お も く 事 業

を 軌 道 に 乗 せ る こ と が 難 し い た め 、 サ ン デ ー ビ ル ヂ ン グ マ ー ケ ッ

ト で テ ス ト マ ー ケ テ ィ ン グ し た り 、小 割 し た 店 舗 に 入 っ た う え で 、

事 業 を 段 階 的 に 拡 大 し て も ら う 仕 組 み づ く り に し て い る 。 お 客 さ

ん を と り あ う の で は な く 、 共 有 し 、 お 互 い 尊 重 し あ っ て 一 緒 に 成

長 で き る 仕 組 み を 作 る 、 そ の き っ か け と な っ て い る の が リ ノ ベ ー

シ ョ ン ス ク ー ル で あ る 。  

 

質 問 ② こ の リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル を 強 力 に 推 進 で き て い る 理 由  

（ 回 答 ）市 長 を 巻 き 込 ん で い る こ と で あ る 。ボ ト ム ア ッ プ だ と 中 々



大 成 す る の が 難 し い が 、 市 長 発 信 す る こ と で 、 柳 ケ 瀬 を 大 き く ア

ピ ー ル で き る 。  

 

質 問 ③ 他 市 か ら の 交 流 人 口 に つ い て  

（ 回 答 ） い ず れ ビ ル に 入 っ て い た だ く 事 業 者 を 育 て る た め に 、 第

３ 日 曜 日  サ ン デ ー ビ ル ヂ ン グ と い う マ ー ケ ッ ト を ２ ６ 年 ９ 月 か

ら 始 め て い る 。 最 初 は ５ ０ 店 舗 の 出 店 だ が 、 現 在 は ２ ５ ０ ～ ３ ０

０ 店 舗 に 成 長 。 Ｓ Ｎ Ｓ な ど で の 発 信 に 工 夫 し 他 所 、 出 店 店 舗 が 多

く な っ た 。 や な が せ ま ち 会 社 が 、 ま ち に あ っ た コ ン セ プ ト に あ っ

た お 店 を 絞 っ て 選 定 し て い る 。３ ０ ０ ０ 人 か ら ５ ０ ０ ０ 人 の 集 客 。

偶 数 月 第 一 日 曜 日 の 規 模 縮 小 版 を 実 施 。  

 

質 問 ④ 2 0 1 4年 か ら 2 0 2 1年 実 施 し た 結 果 、約 1 5 0店 舗 が 生 ま れ た と の

こ と 。 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り を 継 続 す る た め に は 、 そ の 効 果

を 住 民 に も わ か っ て い た だ く 必 要 が あ る と 思 い ま す が 、 ど の よ う

な 指 標 を 設 定 し て い ま す か 。  

（ 回 答 ） ３ 期 目 の 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン ま

ち づ く り を 基 本 方 針 に 位 置 付 け 、 行 政 と し て も 力 を い れ て い る こ

と を 明 示 、 シ ン ポ ジ ウ ム 、 講 演 会 の 実 施 、 こ れ ま で の 取 り 組 み 成

果 を ま と め た 銀 色 の ガ イ ド ブ ッ ク を 作 成 し 、 効 果 の 見 え る 化 と 周

知 を 行 っ て い る 。  

ま ち の 活 性 化 に 向 け て 以 前 は 、 イ ベ ン ト で 人 を 集 客 し て い た が 、

一 過 性 で あ り 日 常 の 交 流 人 口 、 定 住 人 口 は 増 え な い 。 そ こ で 商 店

街 活 性 化 プ ロ デ ュ ー サ ー を 雇 用 し 、 全 国 各 地 の 事 例 を ま と め た 上

で 、 イ ベ ン ト 的 に マ ー ケ ッ ト （ サ ン デ ー ビ ル ヂ ン グ ） に 出 店 、 担

い 手 が お 得 意 さ ん を つ く り 事 業 者 に 成 長 で き る 仕 組 み づ く り を 実

施 。 や な が せ ま ち づ く り が 店 舗 を 先 付 で 借 り た 上 で 、 身 の 丈 に 合

っ た 区 画 割 を 出 店 者 の 色 に 合 わ せ て 整 備 、 出 店 を サ ポ ー ト し て い

る 。 こ だ わ り が 強 い 出 店 側 は 、 自 分 た ち の 想 い に 沿 っ た お 店 を つ

く る こ と を 長 続 き す る 。  

 

質 問 ⑤ 不 動 産 オ ー ナ ー 勉 強 会 か ら 開 催 さ れ た と の こ と で す が 、 ど

の よ う な 内 容 で す か 。  



（ 回 答 ） 建 て 替 え の 機 運 が あ る と き に 、 付 加 価 値 に 向 け た 取 り 組

み に つ い て 、 他 自 治 体 の 成 功 事 例 を 、 平 成 ２ ６ 年 度 、 平 成 ２ ７ 年

度 、 そ れ ぞ れ 、 ３ 、 ４ 回 実 施 。  

 

質 問 ⑥ リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り を 運 営 す る た め の 収 支 に つ い て

教 え て く だ さ い 。  

（ 回 答 ）リ ノ ベ ー シ ョ ン ス ク ー ル の 開 催 費 用  ２ ～ ３ ０ ０ ０ 万 円 、 

１ ／ ２ 地 方 創 生 交 付 金 。 令 和 ５ 年 度  デ ジ タ ル 田 園 都 市 交 付 金 を

充 当 し て い る 。  

 

質 問 ⑦ 「 場 が 持 つ ス ト ー リ ー を 活 か す 」 こ と を 大 切 に さ れ て い る

よ う で す が 、 ど の よ う に 発 掘 し 、 活 か し て い る の で し ょ う か 。 地

域 資 源 の 発 掘 が 大 変 重 要 に な る と 思 い ま す が 、 行 政 と し て ど の よ

う な 工 夫 を さ れ て い ま す か 。 公 民 連 携 事 業 に お い て 、 行 政 だ か ら

こ そ で き る 役 割 に つ い て 教 え て く だ さ い 。  

（ 回 答 ） や な が せ の ま ち を 、 面 白 い と 思 っ て い る 視 点 で 発 掘 し て

も ら う 、 地 元 金 融 機 関 の 民 都 機 構  清 流 ま ち づ く り フ ァ ン ド を 創

設 。 地 域 資 源 と し て は 、 ７ ０ 年 続 い て き た サ ロ ン ・ ド ・ マ ル イ チ  

を 発 掘 し 、 当 該 フ ァ ン ド を 活 用 す る 際 の 民 間 主 導 ま ち づ く り の 支

援 を し て い る 。  

リ ノ ベ ー シ ョ ン ま ち づ く り は 人 づ く り 事 業 で あ る 。 い ろ ん な ス テ

ー ジ で ひ と が 活 躍 で き る こ と を 行 政 は 支 援 し て い る 。 柳 ケ 瀬 日 常

ニ ナ ー レ は 、 自 分 が 講 師 と し て 参 加 で き る 、 ま ち に 関 わ っ て も ら

う 仕 掛 け だ が 、 企 画 さ れ る 方 が 増 や す よ う 支 援 し て い る 。 ま ち づ

く り を 主 導 す る リ ー ダ ー を つ く り た い 。 一 人 で も リ ー ダ ー に な れ

る 、 つ な が る こ と に よ っ て チ ー ム を つ く る こ と が で き る 、 人 づ く

り を 進 め て い き た い 。  

 

 

質 問 ⑧  道 路 に 関 す る 有 効 事 例 が あ れ ば 、 教 え て く だ さ い 。  

（ 回 答 ） 柳 ケ 瀬 パ ー ク ラ イ ン 、 金 川 橋 通 り の ４ 車 線 の う ち ２ 車 線

を く つ ろ げ る 空 間 と し て ト ラ ン ジ ッ ト モ ー ル を つ く り 車 中 心 か ら

人 中 心 に と い う コ ン セ プ ト で 社 会 実 験 し た 。 道 路 を 公 園 の よ う な



空 間 に 使 用 と し て い る 。自 動 運 転 は ５ 年 目 、レ ベ ル ４ を 目 指 し て 、

無 人 バ ス を 走 ら せ て い る 。  

再 開 発 で き た 小 金 公 園 を 芝 生 化 し 、 道 路 空 間 を 車 か ら 人 へ を 模 索

し て い る 。  

 

質 問 ⑨  民 間 が ま ち づ く り に 参 加 し た い と き の 相 談 先 は ど こ か  

（ 回 答 ）建 築 部 局 。公 共 事 業 の 部 署 と 空 き 家 対 策 の 部 局 。岐 阜 市 、

商 店 街 の 方 や 、 外 郭 団 体 で あ れ ば 、 岐 阜 市 ま ち づ く り 財 団 。 一 般

的 に 行 政 に 話 す の は ハ ー ド ル 高 い た め 、 財 団 と い う 外 郭 団 体 が い

る こ と に よ っ て 相 談 し や す い 。 行 政 は 人 事 異 動 で 担 当 が 変 わ っ て

い く が 、 財 団 は 変 わ ら な い 。 行 政 、 外 郭 団 体 、 民 間 が 三 位 一 体 と

な っ て 動 い て い る  

 

質 問 ⑩ 参 考 に し た 事 例 は あ る の か ？  

（ 回 答 ） 八 戸 市 。 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 事 例 を 聞 い た 。 岐 阜 市 で 連

携 し て い る 模 範 に し て い る 連 携 し て や っ て い る 所 は 。 東 京 の 豊 島

区 、 リ ノ ベ リ ン グ と い う 会 社 の 青 木 純 氏 。  

 


